
ＩＴ活用地歴・公民科学習指導案 

作成者 教育センター指導主事  

 

１．校 種   高等学校 

 

２．対象生徒  第３学年 

 

３．教科等   地歴公民科・世界史Ｂ 

 

４．単元名   二つの世界大戦 

 

５．単元の指導計画（総時数１３時間） 

  第一次 第一次世界大戦とロシア革命・・・・・（２時間） 

  第二次 ヴェルサイユ体制下の欧米・・・・・・（３時間） 

  第三次 アジアの情勢・・・・・・・・・・・・（３時間） 

  第四次 ファシズムの台頭・・・・・・・・・・（３時間） 

第五次 第二次世界大戦・・・・・・・・・・・（２時間） 

      １時  枢軸国の攻勢 ・・・本時 

   ２時  連合国の反撃  

                                 

６．本時の学習 

 (1) 題 目  枢軸国の攻勢 

 (2) ねらい 

 

独ソ関係、日ソ関係を中心に当時の、国際関係の変化について考察し、独ソ不可侵条約や

日ソ中立条約が結ばれた背景を考えることができる。【思考・判断】 

         

 (3) ＩＴ教材を使う意図 

ＩＴ教材の特色を活かしながら、生徒の歴史的・論理的思考力を高め、当時の国際関係の

変化についてイメージ化を促すために作成したものである。 

 

 (4) 使用ソフト Microsoft 社 PowerPoint2002 



 (5) 展 開 

時間 学習過程 生徒の学習活動 教師の指導・支援 評価規準 

５ 

分 

 

導 

入 

 

１ 第二次世界

大戦直前の

世 界 情 勢を

復習する  

 

 

 

○ 第二次世界大戦直

前の世界情勢を地

図でイメージする 

・ ヨーロッパを中心とした地図を

黒板に書く 

 

 

 

40 

分 

 

展 

開 

 

２ 独ソ不可侵

条 約 締 結 を

考える 

 

 

 

３ ワークシート

を整理する 

 

 

 

 

 

４ 日ソ中立条

約 締 結 を 考

える 

 

 

 

５ ワークシート

を整理する 

 

 

 

○ ワークシートに答え

を考えて書き込み、

発表する 

 

 

 

○ ワークシートの所定

の欄を使って教師

の説明を整理する 

 

 

 

 

○ ワークシートに答え

を考えて書き込み、

発表する 

 

 

 

○ ワークシートの所定

の欄を使って教師

の説明を整理する 

 

 

 

 

 

 

・ 生徒の意見を板書し、そう考え

た理由を聞く 

・ 第二次世界大戦開始から独ソ

関係の悪化、日本の日中戦争

長期化と北部仏印進駐につい

て説明する 

・記入できない生徒には、図説

や黒板の板書を参考にさせる 

 

・  

 

 

 

・ 生徒の意見を板書し、そう考え

た理由を聞く 

・ 独ソ戦の開始と日本の南部仏

印進駐について説明する 

・ 記入できない生徒には、図説

や黒板の板書を参考にさせる 

【思考・判断】 

独ソ不可侵条

約、なぜ、結ば

れたかを考察

できる 

（発言・ワーク

シート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 
分 
 

ま 
と 
め 

６ 本時の学習

を確認する  

○ 理解できなかった箇

所について質問する 

・ 本時のまとめと、次時の予告

をする                       

 

 

 

 

 

・独ソ不可侵条約(1939.8)
が、なぜ、結ばれたかを考
えさせる       ② 

 
 

・日ソ中立条約(1941.4)が、
なぜ、結ばれたかを考えさ
せる       ③ 

 

：ＩＴ教材活用場面 

・第二次世界大戦直前の

世界情勢を確認する① 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）ＩＴ教材の説明 

①について 

第二次世界大戦直前の世界情勢を確認する 

（１）英仏の表示 

世界恐慌を植民地との密接な関係で乗り切ろうとした

「持てる国」英・仏 

（２）日独伊の表示 

「持たざる国」でファシズムに突き進み、互いの連携を

深める枢軸国の日・独・伊 

（３）ソ連の表示 

宥和政策・スペイン内乱で英仏に不信感を増すソ連 

②について(2) 

 

◎ドイツの思い 

 ポーランドをめぐって、英仏との緊張が高

まり、ソ連と戦うと東部戦線、西部戦線の二

面作戦を展開したくはない 

◎ソ連の思い 

 英仏は、独の矛先をソ連に向けようとして

いる。日本とも中国東北地方で小競り合い中

である。軍備拡張のために時間が欲しい 

独ソ不可侵条約が結ばれた
理由を考えよう

（１９３９年８月２３日）

②について 

独ソ不可侵条約がなぜ、結ばれたかを考える 

 

 

ソ連

日
中

英

仏

伊

独
１９３９年

ﾉﾓﾝﾊﾝ事件

ソ連

日
中

英

仏

伊

独
１９３９年



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③について(2) 

 

◎日本の思い 

 日中戦争も長期化して、南方への進出を考

えたい。そのためには、北方の安全を確保し

たい 

◎ソ連の思い 

 バルカン半島でのドイツとの関係悪化か

ら、独ソ戦も近いようだ。今、アジア側で、

日本と戦いが起こるのは避けたい 

日ソ中立条約が結ばれた　　
理由を考えよう

（１９４１年４月）

③について 

日ソ中立条約がなぜ、結ばれたかを考える 

 

ソ連

日
中

英

仏

伊

独
１９４１年

仏印


